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3.11のあと明らかになった日本の放送における

公共放送と民間商業放送の「複占」。

新たに活躍を始めた市民のメディアは、受信料からも、

広告費からも見放されていた。

立ち上がる「第三の声」を誰がどのように支えるのか。

英国ではインターネット全盛の現代においても、

もがきながらも「コミュニティラジオ」をはじめとする

「コミュニティメディア」活動が拡大している。

彼らは強大なBBCと追随する商業放送の「複占」に

早くから抗ってきたのだ。

私たちは、その力強さから何かを学びたい。

「コミュニティラジオ」という第三の放送制度の中にこそ、 
地域の切実な声や瑞々しい表現が溢れている。
新たな時代を拓く新たな放送モデルとは何か？ 

コミュニティで生き残るメディアにこそ決定的な鍵がある。 
立命館大学教授　津田正夫

　
マスコミ不信が高まる中、

市民メディアを支えたいという声を耳にする。
しかし、日本には市民メディアを支える仕組みが全くない。

英国にヒントを得て、日本でも多様なメディアを育むシステムを作りたい。
　　特定非営利活動法人　OurPlanet TV代表　白石草

　
コミュニティが困難にさらされるとき、私たちは

少数の声が犠牲にされるのを見てきた。
どんなに経済的に苦しくとも多様な手段でそれらを生かそうとする
英国のコミュニティラジオの方法と思想に国際基準そのものを見る。

　　特定非営利活動法人　エフエムわいわい代表　日比野純一
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